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東野小のBeautiful　Harmony
校長　浅 井　 誠　　　　
　
「令和」は、「美しい調和」を意味していることから「Beautiful　Harmony（美しい響き合い）」という言葉で外国の人には紹介されているそうです。

第２期の集会で、楽器の音程をとるときに使われる音叉（おんさ）という道具を使い、子どもたちに「響き合い」について話をしました。

音叉の棒だけでは小さな音しか出ません。しかし、音叉の棒を箱に取り付けると大きな響きのある音が聞こえてきます。つまり、音を響かせるためには、音を出すものとその音をきちんと受け止め支える存在が必要だということです。東野小の子どもたちも、自分で考え動き挑戦しているとき、周りの仲間がきちんと支えてくれています。
音を出した音叉を、音を出していない音叉に近づけると、音を出していない音叉が音を出し始め“共鳴”します。東野小の子どもたちが、自分で考え動き挑戦していると、その姿を見て心が動きます。共鳴と同じです。
音を出した二つの音叉を近づけると、美しい響き合いが生まれます。響き合いをつくるために大切なことは、音をしっかり出すことです。お互いにしっかりと支え合い、自分がしっかりと音を出すこと、つまり支え合いながら自分で考え動き挑戦し続けていくことが大切です。
コロナ禍ですが、東野小には、たくさんの子どもたちの笑顔があります。できないことではなく、できることを求め、挑んでいます。教室では、仲間とともに響き合いながら学習しています。掃除時間には、高学年が優しく低学年を導きながら、ともに清掃活動が行われます。子どもたちの優しさ、温かさが響き合っています。
目標に向かって、お互いに支え合ったり、自分で考え動き挑戦したりしながらお互いに成長していく子どもたちの姿は、まさに「美しい響き合い」です。
東野小の「Beautiful　Harmony」が、今後さらに広がっていきます。とても楽しみです。
たんぽぽ班防犯教室（１・2年）
































　5／1９　田植え体験(4・5年)　


丸山文憲さん、千藤重明さん、加藤宗平さんに大変お世話になりました。ありがとうございました。地域の方々の温かいご支援で、子どもたちは美しく響き合うことができます。








